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当社取締役会の実効性に関する評価結果の概要について 
 

当社取締役会は、より充実したコーポレートガバナンス体制の構築と中長期的な企業価値向上を目

指すため、株式会社東京証券取引所が定める「コーポレートガバナンス・コード」に基づき、取締役

会の実効性に関する評価を実施いたしましたので、その結果の概要について、下記のとおりお知らせ

いたします。 

記 

 

１．評価方法 

【対 象 者】全取締役（監査等委員である取締役を含む） 

【実施方法】アンケート調査（回答は無記名方式） 

【質問内容】ＣＧコードにかかる下記６項目・全35問 

Ⅰ： 取締役会の構成等に関する実効性（４問） 

Ⅱ： 取締役会における議論・検討の実効性（10問） 

Ⅲ： 取締役会における監督機能の実効性（10問） 

Ⅳ： リーダーシップの実効性（５問） 

Ⅴ： 環境整備状況の実効性（３問） 

Ⅵ： 株主・ステークホルダーへの対応の実効性（３問） 

【評価方法】全取締役が取締役会評価に関する質問票に回答し、その回答の集計結果に基づき、

取締役会において分析・評価 

 

２．評価結果の概要 

上記による調査の結果、総じて肯定的な評価が多く、特に議論や審議において必要な運営体制の

構築、社外取締役および監査等委員との活発な意見交換、取締役の指名・報酬等に関する手続きや

監督機能の適正化、取締役の職務執行に関する監督などの面において、肯定的な評価が高い割合を

占めており、当社取締役会は概ね適切に機能しており、取締役会の実効性は確保されていることを

確認いたしました。 

一方で、代表取締役の後継者計画についての議論、サステナビリティの基本方針策定およびその

取り組み、多様性確保に向けた人財育成方針および社内環境整備方針の策定、より高い水準のリス

ク管理体制の確立などについて、取締役会実効性のさらなる向上を図るために必要な課題であるこ

とを確認いたしました。 

 

３．今後の対応 

当社取締役会は、今回の評価結果により浮き彫りとなった課題や各取締役からの意見を踏まえな

がら、より実効性の高い取締役会の実現に向けて様々な取り組みを推し進め、より充実したコーポ

レートガバナンス体制の構築およびさらなる企業価値向上を図ってまいります。 

 

以 上 


